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許容支持力が大きく採れます。

　くい先端断面積が大きいため、くいの許容支

　持力が大きくとれ、鉛直支持力を増大できます。

負の摩擦力が低減できます。

　軟弱地盤では、負の摩擦力（ネガティブ・フ

　リクション）が作用しますが、くい先端部以

　外は、くい径が小さいため、通常のくいに比

　べ負の摩擦力が低減できます。

より経済的な基礎ができます。

　通常のくい基礎の設計では、地中部と、くい

　頭部の最大曲げモーメントでくい種が判断で

　き、土質と地盤強度から許容支持力が決まる

　ことがほとんどです。NCS-STパイルを使用す

　ることによって、くい材料強度を十分に生か

　せるため、工期短縮・工事費の節約ができま

　す。

NCS-STパイルの特長
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１）　コンクリートの設計基準強度：Fc

      Fc＝85.0(N/㎜2)

２）　コンクリートのヤング係数：E

      E＝4.0×104(N/㎜2)

３）　長さ径比によるくいの長期許容軸方向力の低減率

　　　（L／D－85）％ L：くい長 (ｍ)

D：くい本体部外径 (ｍ)

４）　ＰＣ鋼棒の機械的性質

　　　(JISG3137記号SBPDL1275/1420)

※構造計算上の値。

５）　コンクリートの許容応力度
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６）　長期許容軸方向荷重(Na)

　　　 長期許容軸方向荷重は長期許容応力度から、

       有効プレストレスを差し引いて換算断面積Aeを乗じた値である。

単位 (kN)

φ300(350)㎜、φ300(400)㎜、φ350(400)㎜、φ350(450)㎜の14m、15mは、B種、C種のみである。
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NCS-STパイル 許容曲げモーメント－軸力相関図
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NCS-STパイル 許容曲げモーメント－軸力相関図

φ500(600)mm　許容軸力曲げ相関図
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NCS-STパイル 許容曲げモーメント－軸力相関図
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本　　　社  〒 891-0115 鹿児島市東開町4番地26

 TEL (099)269-0339  FAX (099)267-0940

熊本営業所  〒 861-4101 熊本市南区近見1丁目4-10吉田ビル301号

 TEL (096)324-6466  FAX (096)326-3461

福岡出張所  〒 812-0011 福岡市博多区博多駅前2丁目10-12-415号

 TEL (092)413-1101  FAX (092)413-1104

大隅営業所

 TEL (099)472-2313  FAX (099)472-2313

ホームページ　http://yoneg-net.co.jp/group/kouatsu/
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